情動・動機づけ心理学の課題

「ストレスの短期的反応の生理機構について」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ストレスについて


　一般に、ストレスというと専ら精神的ストレスのことを言い、本来ストレスとは、一定の状態を保とうとする生命に対し撹乱するあらゆる刺激をストレッサー（ストレスを与えるもの）といい、両者を合わせてストレスと呼ばれることが多いようです。
ストレッサ－の種類

　ストレッサ－の種類は、物理的ストレッサ－（寒冷、騒音、放射線など）、化学的ストレッサ－（排気ガス、タバコ、薬品など）、生物学的ストレッサ－（細菌、カビ、ウイルスなど）、精神的ストレッサ－（不安、恐怖、怒り、憎しみ、罪悪感などを引き起こす家庭や学校、職場における人間関係や役割上の問題など）などに分けられていますが、人間にとって最も重要なストレッサ－は精神的なものでしょう。
ストレスの短期的反応の場合

　短期間のストレスとの場合，ストレスは自律神経系の活動が高まった状態と関係が深く，このような覚醒状態はふつう負の評価と結びついている，「ふつう」という意味は，これらの状態が負の特性と同じように，正の特性をもたらすことがあるためである。強い渇望（生物的なものであれ，無生物的なものであれ）状態とか条件に心が奪われているときなどが，１つの明らかな例である。不安の場合と違って，ストレスの特性は認知的な側面から無力的状態として定義されている。したがってストレスは，有害的と評価される出来事のもとで，強い覚醒状態を喚起させる条件として基本的に言及されている。

　ストレス状況の定義が，生理学的因子のみによってなされると誤解されてはいけないので，ストレスの開始における心理学的側面を強調しておかねばならない。強い覚醒が生じるようになるには，そこの状況についてどのように解釈したのかといった心理学的側面と関連している。これらが妨害とか不一致とか呼ばれるものである。ほかの場合と比べてストレス状況は，期待とか注意的方略とかいったもの以上の意識の関与が必要とされるわけで，そのような条件や緊急の出来事が一般には多く取り上げられている。大きな騒音，まぶし過ぎる証明，組織への強い刺激（痛み）などに対する反応として，ストレス状況において喚起された覚醒状態は個人的な心理的構えを拒絶して，意識的関与を要請することになる。
　これは勝手な考えだが，満員電車内での肘が当たった，狭いのに新聞を広げている，電車内が蒸しているなども原因に思えた。あとは，若者に見られる「キレる」というのも一瞬の突発的な覚醒状態だと思われたので，ある意味短期的ストレスに見られるのではないかと思われた。
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